
※この報告書は、なごや環境大学のウェブサイト上に記録として掲載されます。

講座番号 Ｅ－２３ 講座名

記載日 2021/1/14 団体名・企業名

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)

・ スライドの説明が図とかあり、また、実験を交えた説明でわかりやすかった。講座の
手法が適切だった。おもしろかった。楽しく勉強させてもらいました。（第１回）
・ 蛇口をひねれば水が出る。当たり前のことだと思っていた。目に見えないところにも
色々な人の配慮や意図を感じた。実物が見れたり、金属探知機の実技は、面白かったで
す。（第２回）
・ 非常に大切なことだったので、受講できて良かった。全体的に面白かったし、良い体
験ができました。ただ、コロナ禍のため実際にトイレの組み立てなどがやることができな
いのがやや残念だった。（第３回）

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

 参加者が、学習意欲の高い高齢者や社会人などで、運営者側からすると、やりがいのあ
る講座となっている。3回の連続講座とすることで、水道事業全体を俯瞰できる構成と
なっている。新型コロナウイルス感染症の予防対策として、定員を縮小したり、作業実習
を見直したりしたが、講義や説明の仕方などを工夫し、参加者には、従前と変わらないだ
けの内容の講座を提供できた。

事業実績報告書

水の歴史資料館で学ぶ
 安心・安全な名古屋の水道
名古屋市上下水道局 調査課 水の歴史資料館

〈講座全体の概要〉(300字程度)

 安心・安全な名古屋の水道はどのようにつくられ、どうやって皆さんのご家庭に送られ
てくるのか?知っているようで知らない水道の仕組みについて、災害時に直面する水とト
イレの問題とあわせて、実験や実技説明などをおりまぜながら、楽しく学習でき、自助・
共助の防災力アップも期待できる講座としました。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

第１回 水道の仕組みを学ぶ（水源と浄水）
講義 浄水実験説明

第３回 災害時の水とトイレの確保（防災）
  下水道直結式仮設トイレの設営説明

様式２
(2020年度)
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